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水酸化フラーレンナノ結晶/ナノシートの構造と物性 
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【序】 

 フラーレンの炭素骨格表面に水酸基を導入した水酸化フラーレン（C60(OH)x）は、

水酸基の数に応じて極性溶媒から非極性溶媒まで広く溶解性を制御することができ

ることから、バイオテクノロジーをはじめとした様々な分野での応用が期待されてい

る。前回、我々は 平均組成 C60(OH)7.8 の試料を用いた水酸化フラーレンナノ結晶お

よびナノシートの合成および形態制御の可能性について報告した。 

本発表では、水酸基の数の多い C60(OH)xに対して液相成長法を用いて C60(OH)x ナ

ノ結晶およびナノシートを作製し、その結晶形態および物性について調べた結果につ

いて報告する。 

 

【実験方法】 

 今回実験に用いたC60(OH)x 試料は、Chiangらの発煙硫酸を用いた方法により合成し

た(試料A)。水酸基の数の多い水酸化フラーレン(試料B)は(試料A)に過酸化水素水と反

応させる方法により合成した。合成した試料の平均組成はそれぞれFT-IR、XPSスペ

クトルより見積もった。 

 C60(OH)x ナノ結晶の作製は再沈法を用いた。(試料A)はテトラヒドロピランに溶か

したもの、(試料B)はイオン交換水に溶かしたものをそれぞれ貧溶媒中に注入するこ

とにより結晶を作製した。得られた

沈殿物の形態をSEM、TEM、AFMを

用いて観察した。 

 

【結果と考察】 

図１に試料A,BのXPSスペクトル

の C1s ピークを示す。試料 A には

284.6 eV および 286.7 eV にピークが

見られ、FT-IR の結果からそれぞれ

C=C(-C)2およびO-C(-C)3原子団に起

因するものであることがわかった。

試料Bにはそれらの他に 288.6 eVに

C-C(=O)-C に起因するピークが観測
図１.C60(OH)xの XPS スペクトル 
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された。 

ピークについてそれぞれデコンボリューションを行い、各ピークの積分強度からこ

の試料の平均組成を見積もったところ、試料AはC60(OH)16であり、試料Bは

C60(OH)30(O)2であった。 

 

図２に再沈法によって得られた C60(OH)x ナノ結晶の SEM 像および TEM 像を示す。

試料 A および試料 B いずれの試料も丸めたシート状の析出物が得られていることが

分かった。両者のシートを比較すると試料 A の方が薄い(10-200 nm)ことがわかった。

TEM 像(c)から試料 B のシートの表面には平均粒径が 8.1 nm のナノ粒子が付着してい

ることが観察された。さらに、試料 B のナノ粒子に対する電子線回折測定を行ったと

ころ、これらナノ粒子は高い結晶性を有することがわかった。試料 A のナノ粒子に対

する電子線回折の結果と比較したところ、両者は同一の結晶構造を有するものの、試

料 B のナノ結晶の方が水酸基数の数を反映して面間隔が大きいことが確認された。 

本講演では、得られた各結晶の詳細な構造解析結果とその物性について発表する。 
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図２．再沈法によって得られた C60(OH)x結晶の SEM 像(a:試料 A、b:試料 B)と

TEM 像(c:試料 B) 
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